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　昨年は能登半島の震災、航空機事故で始まった１年でしたが、今年１月からアメリカはトランプ

政権となり、ロシア・ウクライナの停戦がすすみ、シリアも政権交代となり、安定方向に進む１年

であることを切に願っています。

　昨年の 12月号に、令和 6年 9月に行われた中国四国医師会連合総会（岡山県医師会担当）での

松本日医会長の特別講演の報告を書かせていただきました。松本会長は講演の中で医政活動を重視

されており、政権与党と日医の良好な関係を強調されていました。行政との連携の重要性、特に郡

市医師会と市町村との関係についても繰り返し述べられており、今後各々の二次医療圏で、救急を

含めた地域包括ケアを重視した医療提供体制の再構築が進んでいくと思われます。

　松本日医会長は今年の日医ニュースの年頭所感で「常山の蛇勢」と書かれていましたが、その下

りの文章も念頭におかれているのかもしれません。石破政権は、事前防災を推進し、避難所の環境

改善を進めるべく「防災庁」のあり方を具体的に検討していく方針です。

　この１月に JMAT と認知症サポート医の研修を受けました。コロナ感染症の流行により研修の

形態が様変わりし、オンライン講習＋対面講習という形態に落ち着いています。出張先のインバ

ウンドによる旅行客の増加に伴い、宿泊費等の滞在費がうなぎ上りに上昇しています。ハイブリッ

ド研修の場合、滞在費が節約できますので、大変ありがたい仕組みだと思っています。

（理事　中村　丘）　
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次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。
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